
日野市長期ビジョンの
策定について

2022年11月15日（火）

令和4年度 第1回日野市総合教育会議
議題第1号



ヒノタネプロジェクトについて

日野市の長期ビジョン「2030ビジョン」をつ

くるために、日野市に関係のある市民、職員、

多くの人を巻き込んで、未来に花咲くタネを

捲くプロジェクト

→未来に目を向けるきっかけをつくるもの



２０３０ビジョン策定の背景

Copyright 2022 日野市企画経営課3

「行政の事業計画」から「地域で共有したいアジェンダ」へ。縮む社会を前提に、将来世代に何を残してい

くかをポジティブに。

社会の環境変化

日野市の環境変化

人口・労働力 気候変動 ライフシフト テクノロジー

少子化・
超高齢化の進展
人口オーナス社会

あらゆる多様性の消失
自然災害の激甚化

Cf.2100年の天気予報

働き方・生き方の変化
潜在ニーズの多様化
アフターコロナ

デジタル技術による
社会の急激な変革

Society5.0

人口・労働力の減少

■市総人口/15-64歳人口割合
※1
2010年 174,169人/65.7％
2020年 186,346人/62.6％
2030年 184,409人/62.7%
2040年 180,845人/57.6%

社会保障費の増加

■市歳出予算比較
2010年 517.8億円
2021年 690.6億円（1.3倍）
※同期間に扶助費は1.5倍
（約70億円）増加

地域産業構造の変化

■製造品出荷額
2008年度 9,370億円
2019年度 3,233億円
※2010年前後から工場撤退
・研究開発拠点化の流れ

縮む社会の中で、私たちは将来世代(市民、家族、部下・後輩)に、
どれほどの選択肢を残せるのだろう？=地域の持続性の問い

諸力融合＝共創的

分野レス
“X”の必要性

※1…10-20年は住基、30年以降は推計値（日野市人口ビジョン 2017）

• それぞれの自己実現とエンパワーメント
• 学習できるレジリエントな地域



２０３０ビジョンで目指す姿
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一つの視点やアプローチでは解決が難しい社会課題などに対して、各主体者が目標を

共有し、緩やかな協調関係で全体性を補完して取り組むことを目指します。



目標 10,000名（延べ）の関与

行政としての目標値

• タウンミーティング参加者数延べ 約500名

• 学生（小中高大）アンケート・授業など 約3,750名

• 市民意識調査 未実施

• 通勤通学人口調査 未実施

• 個別（市民・団体・職員）インタビュー 20名

• コンテンツへの一般投票数 ７６件

• クリエイターSNS「note」総スキ数306（フォロワー数87）
※自治体公式アカウント「はじめまして」記事 86自治体中4位

• YouTube再生数 150回

現状 4,７５2名（延べ）

※2022年11月14日現在



策定に関するスケジュール

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

①
あ
り
た
い
姿
の
定
義
・共
有

目
標
：イ
メ
ー
ジ
の
提
示

・人
の
巻
き
込
み

• 広報連載（5月
～）

• 人や団体取材
• SNS(note)
• 職員100人イン
タビュー＆アン
ケート

②
地
域
視
点
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
開

発

目
標
：個
の
し
た
い
を
共
に
実

現
ヒノタネタウン
ミーティング

③
行
政
視
点
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
開

発

目
標
：地
域
と
共
に
解
決
し
た

い
問
題
を
特
定

ヒノタネタウン
ミーティング
（職員向け）

④
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

目
標
：普
及
啓
発
の
た
め
の
媒

体
作
成

• ビジョン本体の
作成

• ビジョン概要版
の作成 概要版の作成

ビジョン本体の作成

9/25

9/30

9/30 10/22 11/13

広報連載・SNSでの配信など

まちの状況・課題を視覚化
「私」とどう関わるかに気づく

こうなったらいいなから
「私」がどう関われるか考える

地域の目線を踏まえながら
「私」が変えたいことを抽出

市役所の外と連携することで
解決したい課題を抽出

11/10

解決したい課題について
優先順位をつけて整理

10/14

デジタル”も”活用することで時間に捉われず議論を可視化

こうなったらいいなの実現に
向けたアクションを整理

課題の現場視察など
（必要に応じて）

分野横断的な取組みとしての
位置づけ検討

ヒアリングを通じて
思いを把握

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
踏
ま
え
た
周
知
イ
ベ
ン
ト

ダッシュボード等の検討

人口ビジョン作成 まち・ひと・しごと創生総合戦略懇談会の実施

ダッシュボード等の運用

時間に捉われず
考えや意見を共有

大きなテーマでの
対話

・これまでの振り返り
・日野で何が起こったか
・起こったことの可視化

広げたくなる、きっかけと
なるようなイベント
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実現していくため
に何が必要か

相互のアイデアな
どを共有・宣言

12/20



第1回タウンミーティング -9月25日（日）-



タウンミーティングはそれぞれの役割において、
「どうしたらよいか」を考えてもらうことを重視

市民（フリー）タウンミーティングイメージ職員タウンミーティングイメージ

共に考えたい問い



対話のテーマ「こんな日野市になってほしい」

１．日野の目指す姿としてみんなで共有したい価値

（大事にしていきたいこと）は？

２．何がなくなったら、何が変わったら日野市から出ていく？

３．日野市で街中のにぎわい、歩いて楽しい街を実現するためには？※

４．日野市でどんな交流の場、使える場所があったらいいか？※

５．日野市にどんな企業、お店があると（増えると）いい？※

６．こんな日野市役所になってほしい！と思うことは？



「こんな日野市になったらいいな」の例

１．日野の目指す姿としてみんなで共有した
い価値（大事にしていきたいこと）ことは？

・ありのままの自分、個人を受け入れてくれる。適当さ、自由さ。
・居場所はあるけれど、自分の場になっていない=自分のものと思
えていない。

２．何がなくなったら、何が変わったら日野
市から出ていく？

・利便性や仕事がなくなる。
→自然は近隣の自治体に行けばいい。

3.日野市で街中のにぎわい、歩いて楽しい
街を実現するためには？

・ふらっと、目的がなくても参加できる場所
・資源やまちはあるから、このままでいいんじゃないか。

4.日野市にどんな交流の場、使える場所が
あったらいいか？

・性別、年齢、障害の有無など関係なく集える居場所
・気軽に参加できる居場所

5.日野市にどんな企業、お店があると（増え
ると）いい？

・障がい者の方が普通に働けるお店

6.こんな日野市役所になってほしい！と思
うことは？

・日野市職員の○○さんのように、“人”が見えてくるといい。
・人が見えてくると、ミスも許せる…



「こんなテーマで職員と話したい！」

• まち全体で子育てできるまち。どうしたらママさんが子育てしや
すくなるのか？

・ゴミの排出量を少ない市で１位にしたい！
日野市の認知に繋げたい！

・ほかの視点から見た日野市について話したい！

・日野市の自然を生かした魅力発信



共通するキーワード

・いろいろな人がまちに生きている

・自分も他者も認め合っている

・顔の見える関係

・まちに賑わいをつくる

・日野のニッチさ、ローカルな良さの発信

・心の拠り所（居場所）

・まちのきれいさ=自分の暮らしの充実



市民意識調査について

Copyright 2020 日野市企画経営課13



市民意識調査（学生版）実施の背景
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既存の市民意識調査は回答年代に偏りが生じていました。

年少人口
（14歳以下）
12.6％

生産年齢人口
（15-64歳）
62.6％

老年人口
（65歳以上）
24.8％

既存調査・
会議の対象

回答率・
参加率が
高い世代

この層を
どう扱っていく

のか



市民意識調査（小中学生版）の概要
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住んでいる地域への愛着 自分にあてはまるか

1 私の暮らしている地域やまちは好きだ。 １～４

2 地域やまちの中に、誰かにすすめたい場所や景色がある。 １～４

ネットワーク：受援力（人への信頼）

3 困ったことがあったら、必要な時にいつでも頼れる人がいる。 １～４

規範（寛容さ）

4 私とはちがう意見の人がいる時、話し合うことでおたがいの考えを知り合うことが大切だと思う。 １～４

規範（周囲の寛容さ）

5 私や私の周りでは、どんな人の意見でも受け入れる雰囲気がある。 １～４

多世代共創

6 将来、暮らしているまちは今よりも良くなっていくと思う。 １～４

社会への信頼

7 まちや市役所は私の考えや意見に向きあってくれると思う。 １～４

日野市について

8 あなたは、10年後にタイムスリップしました。どんなまちになっていたらうれしいですか？（自由記述）

対象者数：7,203名（小学校5・6年生3,078人、中学校1～3年生4,125人）
回答者数：3,634名 回答率：50.4％
回答期間：10/14～10/31（インターネット回答） 調査設問数：10問（町丁目住所+選択式7問+記述式1問）



市民意識調査（小中学生版）の結果
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236

370

8時台

8時台

8時台

8時台

１４時台

１４時台

179 １４時台

100112

8時台

■回答者数 日別推移

■回答者数 時間別別推移

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

リマインド初日



市民意識調査（小中学生版・大学生版）の結果
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①私の暮らしている地域
やまちは好きだ。

②地域やまちの中に、誰
かにすすめたい場所や景
色がある。

③困ったことがあったら、必
要な時にいつでも頼れる
人がいる。

④私とはちがう意見の人
がいる時、話し合うことで
おたがいの考えを知り合う
ことが大切だと思う。

⑥将来、暮らしているまち
は今よりも良くなっていくと
思う。

⑤私や私の周りでは、どん
な人の意見でも受け入れ
る雰囲気がある。

⑦まちや市役所は私の考
えや意見に向きあってくれ
ると思う。

ネットワーク：
受援力（人とのつながり）

規範：
寛容さ（自分・周囲）

信頼：
地域社会

愛着：
暮らし、場所・風景地域への愛着

社会関係

小中 推奨:37% 非推奨:3%小中 推奨:20% 非推奨:14%

小中 推奨:44% 非推奨:4%

小中 推奨:47% 非推奨:2%小中 推奨:26% 非推奨:3%

小中 推奨:17% 非推奨:9%

小中 推奨:28% 非推奨:7%

推奨…とてもあてはまる
非推奨…あてはまらない

大学 推奨:33% 非推奨:0%大学 推奨:26% 非推奨:3%

大学 推奨:21% 非推奨:15%

大学 推奨:18% 非推奨:3%

大学 推奨:5% 非推奨:3%

大学 推奨:15% 非推奨:0% 大学 推奨:69% 非推奨:0%

※モデルは調査検討時に仮説として設定
※③⑤⑦で非推奨（あてはまらない）の方は⑥（将来）についても非推奨と答える方が多い

大学生版は回答者数が39名
日野市居住が10%、日野市外居住が90%
選択肢は小中学生版と同じ



市民意識調査（小中学生版・大学生版）の結果
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小5 小6 中1 中2 中3 答えたくない

私の暮らしている地域やまちは好きだ。

とてもあてはまる

あてはまらない

とてもあてはまる（割合）

あてはまらない（割合）
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小5 小6 中1 中2 中3 答えたくない

将来、暮らしているまちは今よりもよくなっていくと思う。

とてもあてはまる

あてはまらない

とてもあてはまる（割合）

あてはまらない（割合）



市民意識調査（小中学生版）の自由記述結果

• もっと自然豊かになっていたらいい

• もっときれいなまちになっていたら嬉しい

• 自然あふれるまちになっていてほしい 不審者等がいなくなっている。

• 建物がきれいになっていてほしい

• みんなが暮らしやすいまちになってほしい

• 自然がたくさんある平和で豊かなまち

• 緑がたくさんある街になってほしい

• 自然がたくさんある町がいいです。

• 自然豊かで、ゴミのないきれいな街 など

■単語出現回数（名詞）※上位30位以上を大まかな分野ごとに記載
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自然・環境 898回 便利・発展・娯楽 276回

平和・自由（平和や自由を脅かす
ものからの安心安全）

439回 学校 65回

場所・居場所 261回



市民意識調査（小中学生版）の自由記述傾向
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①私の暮らしている
地域やまちは好きだ。

⑥将来、暮らしているまちは今よりも良くなっていくと思う。

推奨

非推奨

非推奨 推奨
推奨…とてもあてはまる
非推奨…あてはまらない

26件 591件

9件46件
(10年後のまち)
人口が多くなってほしい。
入場無料のスケボーパークを作って欲しい
人が溢れる街
立川の様なまち
建物がきれいになっていてほしい
バリアフリーな街
でかいショッピングモールや本屋さんがあって欲しい
きれいで皆がやさしいまちがいいです
みんなが協力してみんなが笑顔いっぱいな町

(10年後のまち)
みんなが人をきづかいながら言いたいことを言える街
自然が豊かで戦争や核が無く助け合える平和な世界
自然豊か。今の世界はヒトだけが住みやすい。動物た
ちと共存。弱肉強食があっても、対等でありたい
今より暮らし辛くないと嬉しいです
現在の日野市の財政難を解決しコロナ禍が収まったら
日野市の歴史、新選組などを今まで以上にアピールし
て有名な都市。
小銭、又は札が道路、歩道にちらほら落ちている町。
今のままであってほしい

【現在○ 将来×】 【現在○ 将来○】

【現在× 将来×】 【現在× 将来○】

(10年後のまち)
大人も子供も楽しめたりするような施設がある街
安定した税収があり、しっかりと市民に還元できている
街
期待してない
市政の腐敗が治っていて、補助金問題(元副市長の)
やパワハラ問題(市が経営している病院での)などが起き
ない街
渋谷のように栄えている街がいい
きれいな桜並木や銀杏並木があり、年に一度大きな
祭りが開催される
自然がたくさんあり、たくさんのお店や商店街がある街。

(10年後のまち)
自然豊かで暮らしやすい街として有名な街になってほしい。
自然を生かした明るい街
暮らしやすく、色々な開発が進んでいる。でも、自然が増
えている。
ゴミのない街 犯罪のない街
SDGsなどの世界が活動している行事を、地域のみんなが
協力してくれる町
ＡＩと人間が関わりあいながら社会をきづいていける街に
なってほしい。



市民意識調査（小中学生版）の結果
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まとめ

（学校の活動時間について）

• アンケートは8時台、14時台の回答が多い。朝の活動など
で置き換えられる範囲であれば回答しやすいと推測される。

（調査結果概要について）

• 子ども世代との信頼関係をつくっていくことが将来のまちに対
するポジティブな意識につながっていく可能性がある。

• 「現在○将来○」と感じている声を聞きがちだが、
「現在×将来×」と感じている声（不満な点）も一定程度
は把握できた。

（今後に向けて）

• 今回は定住意向を把握していない。本調査とは別に大人
になって日野にUターンしてきた方の理由なども把握できると
地域への愛着との関連性も見られる可能性がある。
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今後について
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今後に向けたスケジュール

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

①
あ
り
た
い
姿
の
定
義
・共
有

目
標
：イ
メ
ー
ジ
の
提
示

・人
の
巻
き
込
み

• 広報連載（5月
～）

• 人や団体取材
• SNS(note)
• 職員100人イン
タビュー＆アン
ケート

②
地
域
視
点
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
開

発

目
標
：個
の
し
た
い
を
共
に
実

現
ヒノタネタウン
ミーティング

③
行
政
視
点
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
開

発

目
標
：地
域
と
共
に
解
決
し
た

い
問
題
を
特
定

ヒノタネタウン
ミーティング
（職員向け）

④
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

目
標
：普
及
啓
発
の
た
め
の
媒

体
作
成

• ビジョン本体の
作成

• ビジョン概要版
の作成 概要版の作成

ビジョン本体の作成

9/25

9/30

9/30 10/22 11/13

広報連載・SNSでの配信など

まちの状況・課題を視覚化
「私」とどう関わるかに気づく

こうなったらいいなから
「私」がどう関われるか考える

地域の目線を踏まえながら
「私」が変えたいことを抽出

市役所の外と連携することで
解決したい課題を抽出

11/10

解決したい課題について
優先順位をつけて整理

10/14

デジタル”も”活用することで時間に捉われず議論を可視化

こうなったらいいなの実現に
向けたアクションを整理

課題の現場視察など
（必要に応じて）

分野横断的な取組みとしての
位置づけ検討

ヒアリングを通じて
思いを把握

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
踏
ま
え
た
周
知
イ
ベ
ン
ト

ダッシュボード等の検討

人口ビジョン作成 まち・ひと・しごと創生総合戦略懇談会の実施

ダッシュボード等の運用

時間に捉われず
考えや意見を共有

大きなテーマでの
対話

・これまでの振り返り
・日野で何が起こったか
・起こったことの可視化

広げたくなる、きっかけと
なるようなイベント
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実現していくため
に何が必要か

相互のアイデアな
どを共有・宣言

12/20



本体（キーコンセプト）
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本体（問いかけ）
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本体のまとめ方のイメージ
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副読本（マンガ版の制作）
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市内にマンガ家のシェアハウスを運営するNPO法人レジカと連携。
何が行われているようになっているかを視覚的にマンガで表現。

（参考）日野自動車デザイン部作成未来マップ
未来の社会、まちで何が起きているか。その上で車はどのような価値を提供しているかを描いたもの。

より詳細な視点をストーリーを持って
伝えるための手段として優位な手法と
して判断。（マンガ起用の意図）

この中では
何が起こっている？
→マップだけでは共有
しづらい視点



未来につなぐ創造力プロジェクトとの連携
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日野の未来について学校の中だけではできないこと、
大人とフラットに話せる場としてヒノタネの場にお誘い。



２０３０ビジョンをきっかけとした取組みの方向性
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広がっていったら
どうなる？

学びで得られこと
感じたこと

次に何を
工夫してみる？

地域内外の取組み
現場との出会い

（学生であれば）


